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［追想］   
定年退職にあたって  






















姿はその建物でブロックされて見ることができない。   
教養部では10年間在籍し、教養課程の「法学」を中心とした科目  


















しています。   
次に、法学部での思い出の素描に移りたいと思います。   
法学部の開設は、くしくも平成元年であったが、その開設は久し  
く学内で計画されていたもので、開設の経緯に関わる御苦労話につ  
いては、当時、法人理事として文部省と折衝に当たられた堺 鉱二  
郎先生（経営学部所属）の「法学部設立」（1）、さらには、堺先生の  























































を設けることができたことです。   
最後に、本学の大学院法学研究科での思い出を若干述べることに  










ものです。   
大学院の授業では、毎年、6月に1泊して定山渓温泉で行われた  
修士論文の「中間報告」に参加し、院生と親しく交わる機会を持て  
たことなどが特に記憶に残っています。   
以上、誠に散漫な記述ではありますが、定年退職を迎え、33年に  
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